
 

 １１月１２日（火）に令和７年度入学児童のための就学時健診を実施しました。かわいい

子供たちのお世話をしてくれたのは、５年生。かわいい新入学生に寄り添いながらエスコー

トする姿に感動しました。これも５年生の持つよさの一つですね。来年の、６年生としての

活躍が楽しみです。また、保護者の皆様には「親の学びプログラム」を受けていただきまし

た。今回進行をしてくださったのは、親の学びトレーナー、星下さん、豊永さん、石掛さん

の３名の方々でした。皆さん、 

子を持つ親でもあり、同じ目線 

で、温かい雰囲気の中で進行し 

ていただきました。すごろくト 

―クでは皆さんお話に花が咲い 

ていました。（写真左：お話で 

盛り上がる保護者の皆様、右： 

新入生のお世話をする５年生） 
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就学時健診を実施 
「親の学び」教室を併せて行いました 

 １１月７日（木）、８日（金）の二日間、６年生は長崎・佐賀方面へ修学旅行に行ってきました。途

中体調不良等もなく、また、終始真摯な態度で活動に参加しました。主な訪問先は、原爆資料館・浦

上天主堂・山里小学校・永井隆記念館・平和公園・ハウステンボス・佐賀県立宇宙科学館などです。

もちろん今回の旅行の主な目的は平和学習で、これまで、あらゆる教科等を通じて学びを深めてきま

した。私自身、訪問先で原爆の語り部さんのお話を聞く度に、新たな発見や学びがあります。今回お

世話になった語り部さんは、ノーベル平和賞を受賞した被団協（日本原水爆被害者団体協議会）の田

中安次郎さん。平和への思いはもちろんのこと、子供たちへの愛情あふれるお話に皆聞き入っていま

した。「戦争は最大の暴力であること」「『平和』とは何でもない、当たり前の平凡な日々の連続である

こと」「平和への近道は、『花いっぱい』『笑顔いっぱい』『歌いっぱい』の日々を送ること」と語られ、

子供たちには宿題として、「『たった一つの生命
い の ち

だから、・・・』の続きを考えてね」とお話しされまし

た。最後に言われた、「平和の学習とは命の学習である」「人に優しく、自分に優しく」というお言葉

がとても印象に残りました。子供たちそれぞれに感じ入るものがあったようです。平和の学びはこれ

からも続きます。 

行ってきました修学旅行！  
6 年生がたくさんの学びを持ち帰りました 

原爆落下中心地の公園で、

田中さんの説明を聞く子供

たち。戦時中、このあたり

にはかなり多くの住宅があ

ったそうです。 

左の２枚は、浦上天主堂での写

真です。下の写真は、入り口近

くにあるマリア像についての説

明を聞いているところ。このマ

リア像は、天草の職人さんによ

ってつくられました。 

 

楽しい夕食の時間。皆、た

くさんいただきました。 


